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府立生野聴覚支援学校　１階　大会議室

出席者(委員）

開催場所

吉田委員　小椋委員　中尾委員(書面による参加）　正木委員(書面による参加）

令和４年度　学校運営協議会　第2回議事録

府立生野聴覚支援学校

田口　登志子

開催日時 令和４年11月17日（木）10:30～

出席者(学校） 校長　田口、教頭　永田、錦織、首席　佐加、佐藤、井端（部主事）、部主事　中道、前田

傍聴者 ０名　　

議題等(次第順）

１．学校長あいさつ
２．学校教育自己診断について　（資料１）
３．学校経営計画の進捗について（資料２）
４．その他（事務局から）　今年度の予定　第３回　令和５年２月21日(火)10:30～12:00（予）

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料 令和４年度　学校経営計画及び学校評価他

備考

２．学校教育自己診断について
担当首席より説明。今年度よりタブレット端末の活用項目が追加されている。
〇　各学部より気づいた点
【幼稚部】昨年の結果がよく、今年度も大きな変化が見られなかった。小中に比べ、体罰、いじめの無回答が多い。
【小学部】問題の意味をとらえきれない児童が増えてきている。自分が主語の場合は答えやすいが、主語が教員、学校となると内容
の読み取りが難しくなってきている。(質問の内容を検討する必要がある）
【中学部】「仲のよい友だちがいる」が100％となり、昨年度に比べ上昇したことにほっとしている。また、「交流が楽しい」も39.1％上昇
した。コロナ禍でできなかった交流行事が少しずつできるようになったことが影響しているとみられ、充実感、達成感を感じている生徒
が多い。「部活動」の項目も上昇した。アンケート実施が近ろうバレー大会前と重なったこともあり、部活に励んでいたことから上昇した
ものと思われる。
【会長より】今年度はコロナが行事関係や交流活動に大きく影響しなかったことが上昇につながったと考えられる。

３．学校経営計画の進捗について
学校長より説明。
【委員より】定期的な安全パトロールを実施。この間は大丈夫だったが、台風が通過した後など何かあれば区役所まで一報ください。
コロナ対応の変化として、療養期間が10日から７日に、保健所とのやり取りがなくなったことを確認ください。
【会長より】コロナが落ち着いてきたが指導に変化があったのか？
【小学部】小中合同行事が復活できたことが大きい。（まだ完全ではないが）小学部児童にとって中学部生徒は憧れの存在であり、見
ることができてよかった。しかし、保護者は入れ替え制だったため該当学部しか見ていただけなかった。今後保護者にも見ていただけ
る状況になればよりよいと考える。
【会長より】運動会は、幼稚部は単独で、小中は合同でとのことだったが、幼小中全部でやったらどうなるのか。保護者へのいい刺激
になるのではと考える。また、現在はコロナの影響をほとんど受けず学部運営できているとのことだが、その場合タブレットはどう使っ
ているのか？
【幼稚部】学校で使っている。
【小学部】学年によって使い方を変えている。
【中学部】持ち帰る場合もあるし、学校で使う場合もある。リモート授業も必要に応じて行っている。
【会長より】聴覚障がいの子どもたちに有効な利用の仕方を継続して考えてください。
〇　書面でのご意見
【中尾委員】
　・令和４年度も全体的な肯定率の高さから、先生方が日々丁寧に子ども達や保護者に対応してくれているのを実感する。
　・家族により考えが多様化しているが、学校の強みとして、聞こえに関わらずみんなが見てわかる環境の保障、だれ一人取り残さな
い環境作りが大切と思う。
　・居住地校交流では、聴者との自信につながる体験も多くあるようなので、希望する子どもに実施できればと思う。
　・来年度から地域校の支援学級の制度がかわるので、支援学級在籍児のサポートニーズが増えるかと思う。センター機能の更なる
充実を期待する。
【正木委員】
　・居住地校交流は進路を考えるうえで大切であり、今後も取り組みを大事にしてほしい。
　・学期に一度、年に一度でも進路に関する子ども、保護者、先生との話し合いも大切である。
　・様々に子どもを支えてもらい、先生と子どもの関係は素晴らしいと思う。
〇　まとめ（会長より）
・聴覚支援学校は、学力保障が求められるため、先生方の日々の研鑽を引き続きお願いしたい。
・今年度、全日ろう研が集合型で開催されたと聞いた。機会があればできるだけ多くの先生方に参加してもらいたい。
・働き方改革について　様々な議論がなされているが、会議の数が多いのでは？生野聴覚支援学校はどうだろうか？多様な仕事をす
るのが教員。思い切って減らす努力をしてほしい。
・コロナはだいぶ落ち着いてきた。第８波になっても休校等にはならず、学校での工夫によって進めていくことになる。
・学校教育自己診断をしっかり分析ほしい。保護者からの意見を聞く場を作ることもとても大切である。
・ホームページの更新については、可能な限り最新の情報を掲載するようお願いしたい。
・その他改めて気づいたところは文書で意見します。

４.その他（事務局より）
次年度の日程について
第１回　令和５年６月29日(木)　第２回　令和５年11月16日(木)　第３回　令和６年２月22日(木）10:30～12:00を予定しています。
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:

次回の会議日程

令和５年２月21日（火）10：30～12:00

府立生野聴覚支援学校　１階　大会議室

２．学校教育自己診断について
担当首席より説明。今年度よりタブレット端末の活用項目が追加されている。
〇　各学部より気づいた点
【幼稚部】昨年の結果がよく、今年度も大きな変化が見られなかった。小中に比べ、体罰、いじめの無回答が多い。
【小学部】問題の意味をとらえきれない児童が増えてきている。自分が主語の場合は答えやすいが、主語が教員、学校となると内容
の読み取りが難しくなってきている。(質問の内容を検討する必要がある）
【中学部】「仲のよい友だちがいる」が100％となり、昨年度に比べ上昇したことにほっとしている。また、「交流が楽しい」も39.1％上昇
した。コロナ禍でできなかった交流行事が少しずつできるようになったことが影響しているとみられ、充実感、達成感を感じている生徒
が多い。「部活動」の項目も上昇した。アンケート実施が近ろうバレー大会前と重なったこともあり、部活に励んでいたことから上昇した
ものと思われる。
【会長より】今年度はコロナが行事関係や交流活動に大きく影響しなかったことが上昇につながったと考えられる。

３．学校経営計画の進捗について
学校長より説明。
【委員より】定期的な安全パトロールを実施。この間は大丈夫だったが、台風が通過した後など何かあれば区役所まで一報ください。
コロナ対応の変化として、療養期間が10日から７日に、保健所とのやり取りがなくなったことを確認ください。
【会長より】コロナが落ち着いてきたが指導に変化があったのか？
【小学部】小中合同行事が復活できたことが大きい。（まだ完全ではないが）小学部児童にとって中学部生徒は憧れの存在であり、見
ることができてよかった。しかし、保護者は入れ替え制だったため該当学部しか見ていただけなかった。今後保護者にも見ていただけ
る状況になればよりよいと考える。
【会長より】運動会は、幼稚部は単独で、小中は合同でとのことだったが、幼小中全部でやったらどうなるのか。保護者へのいい刺激
になるのではと考える。また、現在はコロナの影響をほとんど受けず学部運営できているとのことだが、その場合タブレットはどう使っ
ているのか？
【幼稚部】学校で使っている。
【小学部】学年によって使い方を変えている。
【中学部】持ち帰る場合もあるし、学校で使う場合もある。リモート授業も必要に応じて行っている。
【会長より】聴覚障がいの子どもたちに有効な利用の仕方を継続して考えてください。
〇　書面でのご意見
【中尾委員】
　・令和４年度も全体的な肯定率の高さから、先生方が日々丁寧に子ども達や保護者に対応してくれているのを実感する。
　・家族により考えが多様化しているが、学校の強みとして、聞こえに関わらずみんなが見てわかる環境の保障、だれ一人取り残さな
い環境作りが大切と思う。
　・居住地校交流では、聴者との自信につながる体験も多くあるようなので、希望する子どもに実施できればと思う。
　・来年度から地域校の支援学級の制度がかわるので、支援学級在籍児のサポートニーズが増えるかと思う。センター機能の更なる
充実を期待する。
【正木委員】
　・居住地校交流は進路を考えるうえで大切であり、今後も取り組みを大事にしてほしい。
　・学期に一度、年に一度でも進路に関する子ども、保護者、先生との話し合いも大切である。
　・様々に子どもを支えてもらい、先生と子どもの関係は素晴らしいと思う。
〇　まとめ（会長より）
・聴覚支援学校は、学力保障が求められるため、先生方の日々の研鑽を引き続きお願いしたい。
・今年度、全日ろう研が集合型で開催されたと聞いた。機会があればできるだけ多くの先生方に参加してもらいたい。
・働き方改革について　様々な議論がなされているが、会議の数が多いのでは？生野聴覚支援学校はどうだろうか？多様な仕事をす
るのが教員。思い切って減らす努力をしてほしい。
・コロナはだいぶ落ち着いてきた。第８波になっても休校等にはならず、学校での工夫によって進めていくことになる。
・学校教育自己診断をしっかり分析ほしい。保護者からの意見を聞く場を作ることもとても大切である。
・ホームページの更新については、可能な限り最新の情報を掲載するようお願いしたい。
・その他改めて気づいたところは文書で意見します。

４.その他（事務局より）
次年度の日程について
第１回　令和５年６月29日(木)　第２回　令和５年11月16日(木)　第３回　令和６年２月22日(木）10:30～12:00を予定しています。
　


